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今年度も５年生が総合的な学習の時間で「米づくりプロジェクト」を行っています。

コロナの影響で以前は，育てていただいた苗を使って田植えをしていました。それから少しずつ，

子ども達の活動を増やしていきました。昨年度は，種まきをし，苗の管理から始めました。

そして今年度は，種もみを一斉に発芽させるために，必要な水分を吸収させる浸種（しんしゅ）の

作業から関わりました。このように実際の米づくりに近い体験ができるのは，近藤佳治さんをはじめ

地域コーディネータの渡邉洪亮さんや地域学校協働活動を支援していただく方々のお陰です。

先日，５年生のお母様が「私が育った所では田植えの体験なんてできませんでした。西牟田小の子

どもは幸せだと思います。」という内容の話をされました。田植えの体験で子ども達は，「土」を五

感で感じていました。今後，どんな活動へと発展するのか楽しみです。 【裏面に続きます】
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≪ 夏休みを迎えるにあたって ～続けることで，何かが変わるのでは～ ≫

私が出会った女の子のことを書かせていただきます。

最初に私が赴任した学校は，黒木町にある小さな学校でした。４年目に４年生担任をした９月の

ことでした。

「お母さん。○○さんですが，夏休みに何かありましたか？」

と尋ねました。夏休みが終わり，その子の様子が１学期とは明らかに違っていたからです。

その子は，何でも意欲的で学習も運動もよくできていました。自分の考えをしっかりもっていて，

その上，負けず嫌いでした。それで，男子とよくトラブルを起こしていました。また，男子とけん

かをしても負けていませんでした。

そんな○○さんが何となく落ち着いたような気がして，お母さんに尋ねたのでした。するとお母

さんが，「実は，・・・。」と話を始められました。

～ 実は，夏休み４２日間，続けたことがあります。毎朝，家族全員分の朝食を作ってくれました。

朝食と言っても，みそ汁と目玉焼きだけですが。

何回か，遅く起きた日がありました。それで，父親が仕事に行くまでに朝食の準備が間に合

わなかった日がありました。そんな日は，父親も私も何も食べずに仕事に行きました。できな

かったことに対して，何も言いませんでした。何も言わなかったことで，家族の一員としての

責任感みたいなものが生まれたような気がします。

○○に朝食を任せているので，できなかった時に家族としてできることは，何も文句は言わ

ないことだと思いました。それで，○○が，何かを考えてくれればいいと思っていました。～

２学期が始まり，○○さんは周囲の友達の意見をよく聴くようになったと思います。同時に周囲

からの信頼も厚くなったように思います。

○○さんにとって１０歳の夏休みは，一つのターニングポイントだったのかもしれません。

夏休みに，続けると自分で決めた取組にチャレンジすることは，大切だなと思います。特に「朝」

の取組がいいのではと私は思います。本校が大切にしている「習慣づくり」にも繋がると思います。

その後，○○さんは，「□□大学に合格しました。」「外資系の会社に就職しました。」とか「六本

木に引っ越しました。」等，手紙で知らせてくれています。語学ができるので仕事の傍ら，ラグビ

ーワールドカップを見に行ったり，世界遺産を見に行ったりと地球を歩き回っているようです。

今後の主な行事予定
急な変更が生じる場合があります。

【７月の主な行事予定】

１９日（金）１学期終業式（給食あり）

２４日（水）～３０日（火）

夏休み質問教室（６年）

【８月の主な行事予定】

６日（火）出校日

・市民ラジオ体操（８：２０）

・平和学習

１１日（日）祝日：山の日

１３日（火）～１６日（金）学校閉庁日

２６日（月）２学期始業式（給食あり）

≪夏休みにおける緊急な連絡について≫
緊急な連絡をする必要が生じた場合について

です。学校閉庁日８月１３日（火）～１６日（金）
及び土日祝日・夜間は，学校ではなく筑後市役
所（５３－４１１１）に電話を入れてください。
① まずは「学校教育課」に連絡したいこと
を伝えてください。
その後，「学校名」「氏名」「連絡先」（℡

番号）」を伝えてください。
② 折り返し学校教育課職員から連絡が入
り，内容の確認が行われます。その後，小
学校職員へ連絡が行きます。

※ 不審者情報の場合
不審者情報の場合は，すぐに警察へ連絡して

ください。情報が遅れると対応が困難になるか
らです。その後，学校へ連絡してください。

≪西小検定≫ ６月に西小検定を行いました。出題範囲を指定した教科
書からの漢字の書き取りと計算問題です。漢字の部・計算の部のどちら
かで合格した子どもには，励みになればと思って左の合格証を渡してい
ます。特別支援教育支援員の柿添先生から聞いたことです。２年生の男
の子が合格証をもらってとても喜んでいたそうです。その子は，柿添先
生に「ぼく，家でも『ママ検定』があるから，それも頑張る。」と話し
てくれたそうです。保護者の方々，西小検定に向け，ご協力ありがとう
ございました。（次回は，１０月に実施します。）


